
高病原性鳥インフルエンザの防疫措置の進捗状況

発生場所 発生日
※１

飼養羽数
※２、３

農林水産省
対策本部

防疫措置（殺処分、消毒等）

防疫措置（殺処分、消毒等） 搬出制限区域
解除

移動制限区域
解除開始 完了

① 北海道１ 養鶏場
（北海道白老町）

令和７年
10月22日

約45.9万羽
（採卵鶏・ケージ,平飼い） 10月22日 10月22日

８時00分
11月２日
12時30分

11月14日
０時00分

11月24日
０時00分

② 北海道２ 養鶏場
（北海道恵庭市）

令和７年
11月２日

約23.6万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） 11月２日 11月2日

13時00分
11月10日
16時00分

11月22日
０時00分

12月２日
０時00分

③ 新潟１ 養鶏場
（新潟県胎内市）

令和７年
11月４日

約63万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） 11月４日 11月4日

８時00分
11月18日
16時00分

11月30日
０時00分

12月10日
０時00分

④ 新潟２ 養鶏場
（新潟県胎内市）

令和７年
11月９日

約28万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） 11月９日 11月９日

８時00分
11月18日
16時00分

11月30日
０時00分

12月10日
０時00分

⑤ 宮崎１ 養鶏場
（宮崎県日向市）

令和７年
11月22日

約4.8万羽
（肉用鶏・平飼い） 11月22日 11月22日

８時00分
11月23日
11時00分

12月４日
14時00分

12月15日
０時00分

⑥ 鳥取１ 養鶏場
（鳥取県米子市）

令和７年
12月2日

約7.5万羽
（肉用鶏・平飼い） 12月2日 12月2日

８時00分
12月６日
12時00分

12月17日
17時00分

12月28日
０時00分

⑦ 兵庫１ 養鶏場
（兵庫県姫路市）

令和７年
12月16日

約24万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） 12月16日 12月16日

９時00分
12月21日
20時00分

１月１日
12時00分

１月12日
０時00分

⑧ 岡山１ 養鶏場
（岡山県津山市）

令和７年
12月20日

約43万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） 12月20日 12月20日

９時00分
12月30日
15時10分

１月10日
15時00分

１月21日
０時00分

⑨ 京都１ 養鶏場
（京都府亀岡市）

令和７年
12月24日

約28万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） 12月24日 12月24日

９時00分
12月30日
20時00分

１月10日
９時00分

１月21日
９時00分

⑩ 茨城１ 養鶏場
（茨城県城里町）

令和７年
12月25日

約97万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） 12月24日 12月25日

８時00分
１月５日
12時00分

１月17日
０時00分

１月27日
０時00分

⑪ 北海道３ 養鶏場
（北海道由仁町）

令和７年
12月29日

約0.6万羽
（採卵鶏・平飼い） 12月29日 12月29日

９時00分
12月30日
17時30分

１月11日
０時00分

１月21日
０時00分

⑫ 埼玉１ 養鶏場
（埼玉県嵐山町）

令和７年
12月30日

約24万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） 12月30日 12月30日

10時00分
１月５日
18時00分

１月17日
０時00分

１月27日
０時00分

⑬ 宮崎２ 養鶏場
（宮崎県延岡市）

令和８年
１月２日

約0.6万羽
（肉用種鶏・平飼い） １月２日 １月２日

15時00分
１月２日
23時35分

１月13日
13時00分

１月24日
０時00分

⑭ 兵庫２ 養鶏場
（兵庫県姫路市）

令和８年
１月８日

約15.5万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） １月８日 １月８日

９時00分
１月11日
12時00分

１月22日
13時00分

２月２日
０時00分

⑮ 香川１ 養鶏場
（香川県東かがわ市）

令和８年
１月10日

約2.4万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） １月10日 １月10日

９時00分
１月12日
14時00分

１月23日
13時00分

２月３日
０時00分

※１ 疑似患畜と確認した日。 ※２ 飼養方法は主として疫学調査結果から引用。※３ 飼養羽数は疑似患畜確認時の羽数を記載。

〇 令和７年シーズンは、これまでに24事例発生し、約576万羽が殺処分対象となった。（採卵鶏17事例、肉用鶏５事例、
その他２事例）



高病原性鳥インフルエンザの防疫措置の進捗状況
発生場所 発生日

※１
飼養羽数
※２、３

農林水産省
対策本部

防疫措置（殺処分、消毒等）

防疫措置（殺処分、消毒等） 搬出制限区域
解除

移動制限区域
解除開始 完了

⑯ 三重１ 養鶏場
（三重県津市）

令和８年
１月13日

約2.5万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） １月13日 １月13日

９時00分
１月15日
５時30分

１月26日
15時00分

２月６日
０時00分

⑰ 岐阜１ 養鶏場
（岐阜県関市）

令和８年
１月22日

約２万羽
（肉用鶏・平飼い） １月22日 １月22日

８時30分
１月24日
８時30分

２月５日
０時00分

２月15日
０時00分

⑱ 千葉１ 家きん農場
（千葉県旭市）

令和８年
１月27日

約10.8万羽
（うずら・ケージ飼い） １月27日 １月27日

８時00分
１月29日
16時00分

２月10日
０時00分

３月18日
０時00分

⑲ 千葉２ 養鶏場
（千葉県旭市） 令和８年

２月20日

約６万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） ２月20日 ２月20日

８時00分
２月24日
15時00分

３月７日
12時00分

３月18日
０時00分

⑲‘ 千葉２ 養鶏場
（千葉県旭市）

約２万羽
（採卵鶏・ケージ飼い）

３月７日
12時00分

３月18日
０時00分

⑳ 岩手１ 養鶏場
（岩手県金ヶ崎町）

令和８年
２月21日

約56万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） ２月21日 ２月21日

９時00分
３月３日
18時00分

３月14日
９時00分

３月25日
０時00分

㉑ 北海道４ 養鶏場
（北海道安平町）

令和８年
３月５日

約18.8万羽
（肉用鶏・平飼い） ３月５日 ３月５日

８時00分
３月12日
13時20分

３月24日
０時00分

４月３日
０時00分

㉒ 北海道５ 養鶏場
（北海道千歳市）

令和８年
３月25日

約46万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） ３月25日 ３月25日

８時00分
４月４日
13時00分

４月16日
０時00分

４月26日
０時00分

㉓ 宮城１ 家きん農場
（宮城県角田市）

令和８年
３月26日

約9,000羽
（あひる（あいがも）・平飼い） ３月26日 ３月26日

９時00分
３月28日
６時00分

４月９日
０時00分

４月19日
０時00分

㉔ 青森１ 養鶏場
（青森県東北町）

令和８年
４月22日

約23万羽
（採卵鶏・ケージ飼い） ４月22日 ４月22日

12時00分
5月1日

10時00分
5月12日
12時00分

5月23日
0時00分

※１ 疑似患畜と確認した日。 ※２ 飼養方法は主として疫学調査結果から引用。※３ 飼養羽数は疑似患畜確認時の羽数を記載。



高病原性鳥インフルエンザの防疫措置の進捗状況



〇 令和６年シーズンは、14道県51事例で発生し、令和７年１月に発生が急増。
〇 令和７年シーズンは、これまで北海道、新潟県、宮崎県、鳥取県、兵庫県、岡山県、京都府、茨城県、埼玉県、香川県、
三重県、岐阜県、千葉県、岩手県、宮城県、青森県の16道府県において、合計24例の家きんの陽性事例を確認。

鳥インフルエンザの発生状況

過去シーズンとの比較
（１）初発、最終確認日

987

189

1,771 

86

932

576

（注）野鳥における発生事例数は環境省HP参照

（１）初発、最終確認日

（２）発生事例数（野鳥、家きん）、殺処分対象羽数

家きん

殺処分対象羽数（約・万羽）

（注）野鳥の日付は回収日

R2シーズン R3シーズン R4シーズン R5シーズン R6シーズン R7シーズン

野鳥
初発 10月24日 11月８日 ９月25日 10月４日 ９月30日 10月15日

最終確認 ３月３日 ５月14日 ４月20日 ４月30日 ６月17日

家きん
初発 11月５日 11月10日 10月28日 11月25日 10月17日 10月22日

最終確認 ３月13日 ５月14日 ４月7日 ４月29日 ２月１日

：R2シーズン ：R3シーズン ：R4シーズン ：R5シーズン ：R6シーズン : :R7シーズン

58 52

107

25

242

84

156

11

227

51

171

24

野鳥 家きん

発生事例数

家きん
野鳥・環境試料

令和７年シーズンの発生状況
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過去シーズンとの発生状況の比較

殺処分羽数の推移 発生件数の推移

R6 R2

R4

R2

R4

２月 １月 ２月

3/13最終発生2/1最終発生

１月

4/7最終発生

１月 ２月 ３月 シーズン計
Ｒ２ ７事例 11事例 1事例 52事例
Ｒ４ 19事例 ６事例 ６事例 84事例
Ｒ６ 34事例 １事例 0事例 51事例
R７ ６事例 ２事例 3事例 24事例

R6
2/1最終発生 3/13最終発生

4/7最終発生

〇 令和７年シーズンは、大規模農場や既発農場での発生が多い傾向。
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１月 ２月 ３月 シーズン計
Ｒ２ 149万羽 353万羽 8万羽 987万羽
Ｒ４ 463万羽 243万羽 223万羽 1,771万羽
Ｒ６ 648万羽 ９万羽 0羽 932万羽
R７ 34万羽 64万羽 66万羽 576万羽

３月 ３月

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇チェックポイント
（令和７年２月１日16時00分時点）

〇チェックポイント
　今シーズンの発生件数（令和７年２月１日16時00分時点で14道県51事例発生）は、過去最多の発生となった令和４年シーズン（同日時点で25道県71事例発生）に比べ、同日比で7割強。

〇チェックポイント
・２つのグラフの更新�→（１）早見表の「グラフ用」のQ~T列を更新（更新分だけ下に延ばす）、G・H列を更新（手動で更新。聞きに来てください。）、N・O列を更新（更新分だけ下に延ばす）、AM・AN列を更新（更新分だけ下に延ばし、発生のなかった日の数字は消す）�→（２）本スライドにおいて、データの編集→データの編集でエクセルを開き、Q~T列の更新が反映されているか確認（反映されていなかったら早見表からコピペ）を２グラフについて行う�
・グラフ内のR6シーズンの4つの数字（2月殺処分羽数、シーズン計羽数、2月件数、シーズン計件数）
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